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1 . 官 景 とね らい

土壌惨断 を実施 して いる例は , 年 々増加の傾向 にあ つて , 自 発改農普及所 の土壌め断 室 だけでな く, 経

済連の上颯珍断 セ ンタ…や , 最 近では農協 において も, 土 壌分析受置を備 えて対処 して い る所 が増 えて来

て いる。

近年 , 陀 投野菜の増加に伴 つて , 土 墳中の強分宮化の傾向が顕著にな つて きてお り, そ の処方 せん に音

は してい る例 が多 く, 迅 速な土娯診断 が求め られてい る。最近では , 各 将所 にバ ーソナル ヨンピューター

が専大きれて きてお り, 土 域の分析 描果 をヨン ピューターを利 用 して処理 を行 い , 迅 速 に土 颯惨r が 出来

る状況 にな つて来 ている。そ こで , パ ーソナル ヨンピューターを利用 した土壌珍断 システ ム を開発 したの

で , 指 専上の書争 に供す る。

2 . 横 観の内容

本 システムは , 次 の機能を有す る.

1 ) 中 和石灰■の第出

主壇 p H , 土 と , 日 植 , お よび仮 比宜 な どのデ ータを入力 して , 石 灰貿資 材の投入■ を求め る。なお ,

目ほ pHは  6.2☆ たは 6.5で ある。

2 ) リ ン醸貫資材量の算出

リン由の改 良目標恒にたい して , 土 颯中の有効 リン政 , ウ ン酸吸収係敵 , お よび仮比宜 な どのデ ー タを

入力 して , リ ン酸賀資材の投入量 を求め る。な お , 改 員方法は単肥に よる方法 , ま たは過 石 : よ う りんの

1 : 4 の渡合の方法 が過択で きる。

3 ) 樽 合惨断

土培の改員 目標 を塩喜由和度によって設定 し, 土 壌の p H , E C , 塩 喜置換害量 くC E C ) , 任 損性出

彗 ( 石灰 , 苦 土 , お よび加盟) , 有 効 リン強 , リ ン破吸収係数 , お よび仮比 重な どのデ ー タを入力 して ,

次の惨断 を行 う。

( 1 ) 塩額集積 が N O と N に よるものか , 他 の塩類によるものかを判断 して , N O ・ N の 集積 が考 え られ

る増合には , 残 存 N E を 推定する。 また 。他の塩顛に よると考 え られ る増合 には , 改 良資材 の陀用 を中 止

とす る。

( 2 ) 土域の塩む由和度 を持算 し, 改 良 目模値 と比べてその過不足 を判断 して , 不 足 の料合 には改 R 資 材

の投入量 を表示 す る。過町の増合には , コ メン トを表示 す る。 また , 同 時 に リン強 につ いて もその過不足

を判断 して , 不 足の増合 には リン酸貿資材の投入量 を算出 し, 過 R H の増合 には ヨメン トを表示 す る.

a ) 野 菜 ・花 さおよび果樹の施肥暮準 を参照出来 る。

3 . 指 導上の留意事項

1 ) 使 用質器の構成

《1 ) 本体 : N E C  P C - 9 8 0 1 ( 濠 字 仕様) , ( 2 ) フ ロッビー ・デ ィスク : P C - 9 8 8 1 ( 8 イ ンチ) ,

( 3 ) デ ィスプ レイ : カ ラー ・高解像度 o R T , ( 4 ) プ リン ター : P C ― P  R  2 0 1 ( 1 3 8 備, 演 字仕慨 ) .

2 ) プ ログラム言日およびプログ ラムの大 きさ

( 1 ) プ ログラム言語  N 8 8 ‐ 日本田 B A S i C ( 8 6 ) , ( 2 ) プ ログ ラムの大 なさ れ 4 5 K バ イ ト.

3 ) 使 用上の注意

( 1 ) 中和石灰量の算曲はア レニウス表 に よって いる。

( 2 ) リ ン政改 民資材量は千葉 らの方法 に よって いる。すなわち上l H のリン酸扱収係慮の 1 0 % 相当量 を投

入 した増合に , 有 朗 リン強は1 6 田3 富化す ると仮定 している。

( 3 ) 土堀の生懸集f R の評価は , 自 技研化学部の上堀診断統一 基準 く景 ) に よ ってい る。すな わち , 塩 題

集慎は土環の C E C と の関連で判定 し, こ れに p H の 高ほ ( p H は 6 . 0 を基 筆 と して い る) に よって , N

O ・ N の 気槙か、他の塩類の集f R かを判断 して い る。
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く4 ) 境 基含量の最低保証恒 は , 石 灰 が 1 0 0 8 8 , 苦 上 が2 5 m 8 , 加里が1 5 R 8 であ る。 C E C の 小 さな土 憾で

は , 塩 基由和度 だけで計算す ると, 絶 対含童恒が少な くな る。絶対含量値 を保証す るため に , 特 に石 灰を

2 0 0 日8 とした場合 には , 土 墳の p H が かな り上昇 す る恐れがあ り, 土 塩改 良 と口培管 理 との難合 が吟味 さ

れればな らない。

( 5 ) リ ン酸や加里含量の過R t レベ ルの判定 は次の とお りであ る。

リン酸では , 自 擦l E ～1 0 0 8 8 の場合には改 良資材 は必要な し, 1 0 0 ～ 2 0 0 回8 の場合 に は リン政施肥量 を

減 らすこと , ま た2 0 0 8 8 以上の場合には リン政施肥量 を 2 剖程度 とす るこ ととして い る。

加盟含量 では , 加 盟飽和度 が1 0 % 以上の増合 には , 加 里の施肥量 を減 らすことに , 1 0 % 以 下でかつ 目慎

t E より大 きい場合 には , 加 盟の施肥量に注意が必要であると して いる。

また , 苦 土/ 加 里比が 2 以下の場合にはパ ランスに注意 が必要であると してい る。
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